
一口
語
生
活

一
、

社
会
言
語
学
史
の
第
三
の
ヱ
ポ
ッ
ク

今
期 、
真
田
信
治・
渋
谷
勝
己・
陣
内
正
敬・
杉
戸
清
樹「
社
会
言
語
学」(
桜楓

社 、
mm)
が
出
版さ
れ
た
こ
と
は
注
目
すべ
き
こ
と
で
あ
る 。
本
書
の
第一
章
で

日
本
に
お
け
る
社
会
言
語
学
史が
略
述さ
れ
てい
る
が 、
そ
の
中
で 、
第一
の

エ
ポツ
ク
は一
九五一
年
の「
言
語
生
活の
実
態
li臼河市および附近の農村にお

ける
||」

の
刊
行と
し 、
第二
のエ
ポツ
ク
を一
九
七一
年
の
『
待
遇
表
現の

実
態
||判官江M時間調査資料から
||」

の
刊
行と
し
てい
る 。
ま
た 、
ま
え
が
き

に
「
本
書
の
出
現は
そ
の
第三
のエ
ポツ
ク
を
画
す
る
も
の
と
な
り
う
る
や
否

や」
と
述べ
て
い
る 。
私
は
本
書
が
第三
のエ
ポツ
ク
を
画
す
ると
は
今の
時

点で
は
言え
ない
が 、
今
期(官
1回)
は
お
そ
ら
く
社
会
言
語
学
史の
第三
期

に
入
る
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か 。
とい
う
の
は
本
書
の
出
版
も
さ
るこ
と
な
が

ら 、
談
話
分
析の
展
開
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に二
書
が
出
版さ
れ 、
さ
ら
に

ま
た 、
言
語
接
触と
対
照二
言
語
併
用
の
研
究
を
開
拓
し
た一
書
が
出
版さ
れ

た
か
ら
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
前
者は
泉
子・
K・
メ
イ
ナ
l
ド『
会
話
分
析」
(く

ろ
しお
出版 、
mm)
と
ポ
リ
1・

ザ
トラ
ウス
キ1『
日
本
語
の
談
話
の
構
造
分
析

l1勧誘の談話のストラテジーの一
考
察|』(
くろしお
出版 、
ち
で
あ
り 、
後
者

は
任
栄
哲「
在
日・
在
米
韓
国人お
よ
び
韓
国人
の
言
語
生
活の
実
態」(くろ
し
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米

ーー『EE'

明

彦

お
出版 、
mm)
で
あ
る 。
な
おこ
れ
ら
につ
い
て
は
以
下の
章
で
触れ
る
こ
と
に

す
る 。今

期
のこ
の
よ
う
な
日
本の
社
会
言
語
学
史
の
新た
な
段
階
は
論
文
の
数の

多さ
だ
け
で
は
な
く 、
精
密さ
と
新しい
分
野
の
開
拓 、
及
び
日
本
語教
育へ

の
応
用
とい
う
点で
も
言え
る
こ
と
で
あ
る 。
私はこ
の
稿
の
た
め
に
過
去一

年
間に
二 、
三
百
の
論
文・
単
行
本を
読ん
だ
で
あ
ろ
う 。
そ
の
数
の
多さ
に
驚

く 。
し
か
し 、
もっ
と
驚
くζ
と
は
次々
に
研
究
が
深め
ら
れ 、
質
的
に
向上

し 、
外
国で
の
研
究
で
あっ
た
も
の
が
日
本で
の
研
究と
なっ
て
開
拓さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
二
時
期の
在
来
派・
外
来
派の
不
必
要な二
分は
過
去
の
も
の
と

なっ
た
感
が
あ
る 。
そ
し
て 、
さ
ら
に
驚くべ
き
こ
と
は
日
本
語教
育へ
の
応

用の
進
展で
あ
る 。
言
語
習
得
を
社
会
言
語
学的
視
点か
ら
研
究
し 、
発
展さ

せ
た
こ
と
で
あ
る 。
特に
談
話
研
究の
盛
行は
今
期の一
大
特
徴で
ある
が 、

そ
れ
を
日
本
語
教
育の
言
語
習
得へ
応
用さ
せ
た 、
ま
た
はそ
れ
を
目ざ
し
て

い
る
研
究
が
増
大し
たこ
と
は
特筆すべ
き
こ
と
で
あ
る 。
そ
れ
を
象
徴す
る

の
が
「コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン」
と
「ス
ト
ラ
テ
ジ
ー」

の
流
行で
あ
る 。
そ

こ
で
今
期
は
「コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
研
究
の
時
代」
と
で
も
言え
よ
うか 。

な
お 、
変
化
の
激
しい
現
代日
本
社会
は
こ
と
ば
も
激し
く
変
化
し
てい
る 。

従
来
の
よ
う
に
言
語
変
化
研
究
は
盛ん
で
あ
り 、
細か
く
なっ
て
き
てい
る 。



以
下 、
先の
『
社会
言
語
学」
の
分
類に
も
と
づ
き
な
が
ら 、
今
期
の
研
究

を
展
望
す
る 。二、

属
性
論

一
一
・
一

世
代
差・
職
階
差・
性
差

こ
の
分
野
は
方
言の
研
究で
感
ん
で
あ
り 、
近
年
社会
学
調
査
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
統
計
的
処
理
を
行い 、
よ
り
精
密
な
因
子
の
相
関
関
係
を
出
し
て
研
究

を
前
進さ
せ
てい
る 。
そ
の
中
で 、
目
につ
い
た
の
が
半
沢
康
「
共
通
語
使
用

行
動
の
要
因
分
析
|福島県伊達郡桑折町におりる
11」

(『国語
学」
問 、
川町)
と

同
「
共
通
語
使
用
行
動に
及ぽ
す
職
業の
影
響
|L福島県伊達郡桑折町における|

|」(
東北大学文
学部『
国語
学研
究』
認 、
回)
で
あ
る 。
両
者
は
同一
の
調
査

に
も
と
づ
く
同
様
の
手
段
に
よ
る
分
析で
あ
る 。
観
測さ
れ
た
相
関係
数か
ら

因
果
の
メ
カニ
ズ
ム
と
そ
の
影
響
力
を
求
め
た
こ
と
は
新し
い
知
見
で
あっ

た 。年
齢即
差
と
職
階
差
を
敬
語
行
動
の
要
因
と
し
て
研
究
し
た
も
の
に
賞
鴻
信

「
職
場
に
お
げ
る
私
的
場
面
の
敬
語
行
動
||職階差と年齢差を中心として
||」

(「東北大
学文
学
部日
本語
学科論
集』
2 、
mm)
が
あ
る 。
本
稿
は
職
場
で
の
敬

語
行
動
に
つ
い
て 、
年
齢
が
同一
の
層
に
属
す
る
相
手
に
対す
る
場合
に
限
り 、

職
階
の
上
下
関
係
が
保た
れ
る
が 、
職
階と
年
齢
に
食い
違い
が
あ
る
場
合 、

職
階
差よ
り
も
年
齢
差が
もっ
と
重
視さ
れ
るこ
と
が
わ
かっ
た 。
こ
れ
は
従

来 、
職
階が
職
場
の
敬
語
行
動
を
規
定
す
る
大
き
な
要
因と
さ
れ
て
き
たこ
と

に
対
し
て 、
要
因
は
決
し
て
単
純な
も
の
で
は
ない
こ
と
を
語っ
てい
る 。

性
差に
つ
い
て
は
佐
藤
高
司「
新
方
言の
使
用に
お
り
る
男
女
差
||群馬

主

ぴ
栃木の一
部)
と
高校二
年生のアン
ケー
ト
調査か
ら
||」
(『
計
量
国
語
学』
川口
1、
mm)

は
新
方
言
を
東
京
型
と
地
方
型
に
分
け
た
場
合 、
東
京
型
の
新
方
言
は
女
性
に

活生語君主Eコ

使
用さ
れ
や
す
く 、
地
方
型
の
新
方
言は
男
性に
使
用
さ
れ
や
すい
傾
向
を
見

つ
け
た 。
地
減へ
の
地
方
型
新
方
言の
定
着に
は
女
性
若
年
層の
使
用
が
影
響

を
与
え
てい
る
と
言
え
る 。

近
年 、
女
性
語
研
究
が
新しい
展
開
を
見せ
てい
る 。
月
刊
誌『
言
語』
(幻・

6)
の
特
集「
現
代一言
語
学
の
ト
ピッ
クス」
の一
つ
に 、
阿
部圭
子「
も
う
少

し
お
切
り
に
なっ
た
ら
す
て
き
で
す
よ
〈
女
性
語
研
究
の
新しい
切り
口
〉」

が
あ
る 。
従
来
の
女
性
語
研
究はこ
と
ば
の
男
女
差を
発
話
者が
性
別に
結び

つ
け
て
考
え
て
き
た
が 、
新しい
切り
口
は
性
差に
代
わ
る
話し
手の
職
業 、

社
会
的
地
位 、
能
力
の
有
無な
ど
の
要
因
を
加
味し
た
研
究
で
あ
り 、
文
化の

違い
を
加
味し
た
研
究と
なっ
てい
る 。
阿
部は
「
言
語と
性
差
研
究
に
お
け

る
理
論
の
回
顧と
展
望」(『こ
とばのモ
ザイク
奥田
夏子名誉教授古稀記念

論文集』
官)
で
詳
述
し
てい
る 。
ま
た
雑
誌「
日
本
語
学」
も
臨時
増
刊
号(目・

5)
で「
世
界
の
女
性
語・
日
本の
女
性
語」
を
取
り
上
げ
多く
の
興
味深い
論

文
を
載せ 、
ま
た
研
究
史と
研
究
文
献
目
録
を
載せ 、
有益で
あ
る 。
そ
の
他 、

遠
藤
織
枝
編「
女
性
の
呼び
方
大
研
究
ギヤ
ル
か
ら
オパ
さ
ん
ま
で」
(三
省

堂 、
官) 、
福
田
真
弓『「
主
人」
と
い
う
こ
と
ば
女か
ら
み
た
男の
呼
び
方」

(明石
書底 、
明) 、
太
田
淑
子「
談
話に
み
る
性
差の
様
相
終
助
詞
を
中
心
と

し
て」
(『横浜国立
大
学教
育紀要』
位 、
百)
が
ある 。
女
性
語研
究
の
社
会
言

語
学
的
な
新しい
切
り
口
は
今
後
の
発
展が
大い
に
期
待
さ
れ
る 。

ニ
・
二

集
団
語

今
期 、
キャ
ンパ
ス
こ
と
ば
の
辞典が
次々
に
刊
行さ
れ
た 。
永
瀬
治
郎が

既
に八
九
年に
「
専
大生
キャ
ンパ
ス
こ
と
ば
事
典(
第一
版)」
を
出し
てい

る
が 、
そ
の
後『
同(
第三
版)」
(川町)
が
出さ
れ 、
米
川
明
彦が
月
刊『一-=一口
語』

に
連
載し
てい
た
も
の
(引・
51ω・4)
を
『
す
き
や
ね
ん
若
者
語
辞
典
||

侮花女子大生のことぱ』(百)
と
し
て
出
し 、
ま
た
京
都の
高
校
生
のこ
と
ば
を
中
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心
に
し
た
高
山
勉「
キャ
ンパ
ス
用
語
集
第三
版」
(明) 、
都
染
直也「
甲
南

大
学
キャ
ンパ
ス
こ
と
ば
辞
典」(官) 、
小
矢
野
哲
夫『
女
子
大生
用
語の
基
礎

知
識』
(明)
が
出
た 。
こ
れ
ら
の
辞
典を
総
合し
て 、
東
西の
キャ
ンパ
ス
こ

と
ば
が一
覧で
き
る
辞
典が
で
き
る
な
ら 、
もっ
と
研
究が
進
む
で
あ
ろ
う 。

永
瀬
治
郎「 。
キャ
ンパ
ス
言
葉。
の
造
語
法」
(『
専修国文』
ω 、
mm)
で
造

語
法
を
考
察し 、
同「
言
語
伝
播に
お
け
る
構成
員
の
役

割l!夫学のサークルの

中で
||」

(
東北大学『国語
学研究』
泊 、
位)
で
キャ
ンパ
ス
こ
と
ば
の
伝
播

に
は
「
打ち
上
げ
花
火
型」
と
「
線
香
花
火
型」
が
あ
り 、
言
語
ボ
ス
の
も
つ

サ
ー
クル
内
の
社
会
的
位
置
と
関
係が
あ
るこ
と
を
述べ
てい
る
の
が
注
目さ

れ
る 。
そ
の
他 、
秋
山
勝・
上
杉
喬
「『
は
や
りこ
と
ば』
に
関
す
る
研
究
ωー

|人間科学部学生の場合
||」

(『
文教大学
言語
と文
化』
4 、

羽)
と
「
同
ω」

(『同』
5 、

明)
が
あ
る 。

業
界
用
語が
世
間一
般に
広
ま
り 、
ま
た
その
種
類が
増え
る
状
況で
月
刊

『
言
語」
(
平2)
は
特
集「
業
界
用
語を
読む」
を
組
み 、
米
川
明
彦「
業界

用
語の
造
語
法」 、
井
上
史
雄
「
業
界
用
語の
ア
ク
セ
ン
ト
||専門家アクセント

の性格」
を
掲
載
し
て 、
業
界
用
語を
明
ら
か
に
し
てい
る 。
し
か
し
キャ
ンパ

ス
こ
と
ば
に
し
て
も
業
界
用
語に
し
て
も
研
究
はこ
れ
か
ら
本
格
化
す
るこ
と

が
求
め
ら
れ
る 。、

言
語
行
動
論

=
了
一

言
語
行
動
の
種
類
や
姿

あい
さ
つ
行
動
は
地
域
差・
世
代
差
が
あ
るこ
と
は
従
来
言
わ
れ
て
き
たこ

と
で
あ
る
が 、
外
国
と
の
対
照
研
究
は
少
な
かっ
た 。
今
期 、
金
英
美「
日・
韓

両
国
語に
お
け
る
あい
さ
つ
の
比

較||後傾性(過去言明皮)
を中心に
ll」

(『東北

大
学文
学
部日
本語
学科論集』
2 、
位)
は 、
あい
さ
つ
こ
と
ばの
過
去
言
及
は

日
本
語に
特
有な
も
の
で
は
な
く 、
韓
国
語に
も
現
わ
れ
るこ
と
を
述べ
た 。

そ
の
他 、
沖
裕
子
「
談
話
型
か
ら
見た
喜ぴ
の
表
現
|結

婚の
あい
さ
つ
の
地

域
差
よ
り」
(『日
本語
学』
mm・-)
が
あ
る 。

こ
こ
数
年 、
国
語
教
育
界で
話
し
合い
の
指
導が
重
点
的
に
行
わ
れ
てい
る 。

そ
の
関
係で「
話
し
合い」(「こ
とば」シ
リーズ初 、
文化庁国語
謀 、
官) 、
『
日

本
語
学」
(mm-4)
の
特
集「
話
し
合い」
が
あっ
た 。
話
し
合い
の
分
析
と
話

し
合い
教
育の
現状と
改
善
点が
取
り上
げ
ら
れ
てい
る 。

言
語
行
動
の
種
類に
つ
い
て 、
メ
タ
言
語
的
な
言
語
表
現
類型
につ
い
て
杉

戸
清
樹「
言
語
行
動
を
説
明
す
る
言
語
表
現と
丁
寧さ」(
東京都立
大学『日
本

語
研究』
日 、
官) 、
杉
戸
清
樹・
塚
田
実
知
代「
言
語
行
動
を
説
明
す
る
言
語
表

現
||公的なあいさつの場合」

(国立
国語
研
究所『研
究報
告集」
U 、
川町)
は
他

に
例が
ない
論
文
で
あ
る 。
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=一
・
二

言
語
行
動
の
構
成
要
素

場
面
要
素
ま
た
人
的
要
素と
言
語
変
種
を
扱っ
た
語の
使い
分
り(切り
替

え・
選択)
の
研
究
は
盛ん
で
あ
る 。
尾
崎
喜
光
「
現
代生
活
と
方
言
||学校生

活にお砂る方言と共通語の使い分け」
(『日
本語
学』
幻・2) 、
井
出
祥
子「
日
本
人

の
ウ
チ・
ソ
ト

認
知
と
わ
き
ま
え
の
言
語
使
用」
(「言語」
幻-H) 、
木
佐
敬
久

「「
結
婚の
儀』
と
テレ
ビ
の
皇室
敬
語
l|「場」
による敬語の丁寧度」(『
放送
研

究と
調査』
目・日)
は
方
言と
共
通
語 、
敬
語の
使い
分け
を
扱っ
た 。
井
出は

独
自の
も
の
で 、
言
語の
普遍
性と
か
ら
め
て
今
後の
議
論
が
期
待さ
れ
る 。

一
方 、
感
謝
表
現 、
詑
ぴ
表
現
の
使い
分け
は
外
国の
社
会
言
語
学
者の
焼き

直
し
的
な
も
の
が
目
に
つ
く 。
論
文
名は
割
愛
す
る 。

話しこ
と
ば
と
書
きこ
と
ば
の
語
句の
使い
分け
につ
い
て
遠
藤
織
綬
「
話

しこ
と
ば
と
書
き
こ
と
ば
ーそ

の
語
象
的
弁
別の
基
準を
考
え
る」(お
茶の
水



女
子
大
学
『
国
文」
打 、
明)
と
同「
話
しこ
とばと
書
き
ことば
ーーそ
の
文体レ

ベ
ル
で
の
異
同
を
考
え
る」
(
「
東
京
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー

紀
要』
3 、

mm)
は
用
い
た
デ

ー
タ
が
よ
かっ
た 。
具
体
的
な
例が
参
考
に
な
る 。

=一
・

三

具
体
的
な一吉田
語
行
動
の
内
的
構
造・
動
的
構
造

今
期 、
コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
の
概
念や
機
能
の
問
題が
改め
て
取
り
上
げ

ら
れ
深め
ら
れ
た 。
ウィ
リ
アム・
s・ハ
ウエ
ル
&
久
米
昭
元
『
感
性のコ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
||

対人
融
和
のダイナミズム
を
採
る』
(
大修
館 、
官)
は
対
人コ

ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
の
理
論
と
応
用
に
感
性
がい
か
に
重
要
な
概
念で
あ
る
か

を
述べ
た
好
著で
あ
る 。

今
期
の
最
大
の
特
徴は
談
話
研
究
の
進
展で
あ
る 。
先に
あ
げ
た
『
会
話
分

析」
は
対
照
会
話
分
析
を
提
唱
し 、
そ
の
方
法・
手
順・
意
義・
応
用
を
述べ 、
具

体
的に
分
析し
記
述
し
てい
る
好
著で
あ
る 。
ま
た
『
日
本
語
の
談
話
の
構
造

分
析』
は
著
者
自
身が
収
集し
た
デ
l

タ
を
も
と
に
勧
誘
を
精
密
に
分
析し
た

も
の
で 、
こ
れ
ま
た
よい
見
本で
あ
る 。
こ
の
期
の
談
話
研
究の
進
展は
『
日

本
語
学」
の
連
載「
語
用
論
の
現
在
と
将
来」
(mm・2
1)
に
も
現
わ
れ
てい
る 。

電
話
で
の
会
話
分
析
は
外
国で
はエ
ス
ノ
メ
ソ
ドロ
ジ
ー

に
よ
る
研
究
が
詳

しい
が 、
『
日
本
語
学』
(幻・
9)
は
特
集「
電
話」
で
現
在の
日
本
語の
電
話

の
会
話
分
析
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
てい
る 。

会
話
管
理
のス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
は
盛ん
で
あ
る 。
ま
ず 、
あい

づ
ち
ゃ
頭
の
動
き 、
視
線や
笑い
を
扱っ
た
も
の
が
あ
る 。
外
国人
と
の
対
照

を
示
し 、
日
本
人
的
な
も
の
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
てい
る 。
山
由
美
樹「
談

話に
お
け
る
非
言
語
行
動
の一
側
面

||
首
長り
動作・
視
線
と
談
話
と
の
関係について」

(『阪大日
本語
研
究』4 、
官) 、
山
田
伸
子「
日
本
語の
談
話
に
お
け
る「
笑い」」

(『
東
京
大
学
留
学
生
セン
ター
紀
要」2 、
似て
朴
英
新「コ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン

活生圭五
関口百

と
視
線
の
研
究」
(『応用
言語
学講座』
4 、
明治書院 、
百) 、
藤
原
真理
「
対

話
に
お
け
る
相づ
ち
表
現の
考
察「
そ
う
で
す
か」
「
そ
う
で
す
ね」
等
を
中
心

に」
(
『
東北
大
学
文
学部
日
本
語
学
科
論
集」

3 、
mm)
な
ど
が
あっ
た 。

詑
ぴ・
依
頼・
断
り
な
ど
の
言
語
行
動
とス
ト
ラ
テ
ジ
ー

につ
い
て
の
研
究
も

感ん
で
あっ
た 。
「
日
本
語
学」
(mm-U)
は
特
集「
謝
罪」
を
組
み 、
熊
谷
智

子
「
研
究
対
象と
し
て
の
謝
罪
|い
くつ
か
の
切り
口
につ
い
て」
を
は
じ
め

好
論
が
掲
載
さ
れ
てい
る 。
熊
谷
は
謝
罪の
研
究
の
概
要とこ
れ
か
ら
の
研
究

の
可
能
性
を
述べ
参
考
に
な
る 。
森
山
卓郎
「
関
係
修
復
のコ
ミュ
ニ
ケ
ーシ

ョ

ン

現
代
日
本
語
の
お
礼
と
お
詑
び
の
定
形
表
現」
(
『
藤
森
こ
と
ば
論
集』

清
文
堂、

官)

や
対
照
研
究 、
堀
江・
イ
ン
カ
ピ
ロ
ム・
プ
リヤ
l「『

謝る」
||日・タイの謝るこ

と
ば
と
行
動
の
比
較」
(
国
立
国
語
研
究
所『
研
究
報
告
集」
M 、

川町)
や
熊
取
谷
哲
夫
「
発

話
行
為
対
照
分
析の
課
題
ω
ーー日

英
語
の『
詑ぴ』
の
対
照
を例に」
(
『
広
島
大
学日
本

語
教育
学科紀要」
2 、

明)
が
あっ
た 。
依
頼
行
動につ
い
て
は
熊
井
浩
子「
外

国
人
の
待
遇
行
動
の
分
析
ω
依
頼
行
動
を
中
心
に
し
て」(『静岡大
学教養部研

究
報
告

人
文・
社会
科
学
篇」
お}1 、
官) 、
同「ω
断
り
行
動
を
中
心
に
し
て」

(「同」
明)
が
あ
り 、
留
学
生
の
依
頼
行
動
と
断
り
行
動に
お
け
る
談
話
行
動
及

び
表
現
上
の
不
適
切さ
の
原
因を
権
限
の
原
則
違
反
と
し
て
説
明
し
てい
る
点

が
注
目さ
れ
る 。
蒲
谷
宏・
川口
義一・
坂
本恵
「
依
頼
表
現方
略
の
分
析
と
記

述
||

待
遇
表
現
教
育へ
の
応
用に
向けて」(
「
早
稲
田
大
学日本
語
研
究教育
セ
ン
ター
紀

要』
5 、

mm)
は
待
遇
表
現教
育へ
の
応
用を
考
慮し
て 、
具
体
的
な
表
現
生
成

の
た
め
のス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
提
案し
て
お
り 、
今
後の
日
本
語
教
育へ
の
応
用

が
期
待さ
れ
る 。

会
話
展
開
の
機
能
を
もっ
表
現で
あ
る
談
話
標
識(ディ
スコ
l

スマ
ー
カ

l)
は
英
語のσ
三
な
ど
で
研
究さ
れ
てい
る
が 、
そ
れ
を
日
本
語と
対
照させ

た
も
の
が
あ
る 。
川口
容
子「
接
続
表
現の
機
能
に
関す
る一
考察
||ディスコ
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ース7lヵlpcこ「でも」の標するもの」
(『日
本女子
大
学紀要
文
学部」
“ 、
官)

は
「で
も」
に
相
手へ
の
配
慮
を
示
す
機
能
が
あ
るこ
と
を
指
摘
し
てい
る 。

椙
本
総
子「
会
話
構
成
単
位
と
談
話
標
識
と
の
関
わ
り
||「じゃ」
を手がかりに」

(
大阪
外国語
大
学日
本語講座「日
本語・
日
本文化
研究」
3 、

mm)
は
談
話
と
発

話
と
の
中
間
に
新た
に
談
話ユ
ニ
ッ
ト
を
設
け
るこ
と
を
提
案
し
てい
る 。

な
お 、
茂
呂
雄二・
小
高
京
子「
日
本
語
談
話
研
究
の
現
状と
展
望」(
国立
国

語
研
究所『研
究報
告集』
U 、
回)
は
題
名の
通
り
展
望し 、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

が
指
向
す
る
方
法
論
の
違い
を
取
り
出
し
てい
る 。
ま
た 、
研
究
文
献
目
録
を

載せ
有
益
で
あ
る 。

異
文
化コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
の
問
題
も
国
際
化
と
日
本
語
教
育の
広が
り

と
連
動し
て
盛
ん
に
なっ
て
き
た 。
『
日
本
語
学」
(幻・ロ)
は
特
集「
外
国
人

と
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン」
を
組
ん
でい
る 。
そ
の
他 、
紀
要に
もこ
の
種

の
論
文が
多
かっ
た 。

非
言
語
行
動 、
ノ
ンパ
lパ

ル
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
へ
の
関
心は
年々
高

まっ
てい
る
が 、
ま
だ
外
国の
先
行
研
究の
焼
直
し
的
な
も
の
が
多い 。『
言
語」

(幻・
1)
は
特
集「ボ
ディ・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
世
界」
を
組
み 、
身
振
り
や
視
線

な
ど
の
啓
蒙
的
なエ
ッ
セ
イ
を
載せ
てい
る 。
そ
の
よ
う
な
中で 、
蓮
花一
己

「
交
通
空
間で
の
対
人コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
の
実
験
的
研
究」
(『
帝塚山
大学

教
養学
部紀要』
泊 、
mM)
は
車の
ク
ラ
ク
ショ
ン
言
語
を
考
察し
たユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
あ
る 。

ろ
う
者の
言
語で
あ
る
手
話
につ
い
て
は
日
本
手
話
学
会
の
発
表
以
外
に 、

米
川
明
彦「
手
話の
語
集と
意
味
||有契性を中心に」
(『日
本手話研究所所報』

日 、
官) 、
本
名信
行・
加
藤三
保
子「『
新しい
手
話I」
の
造
語に
関
す
る一

考
察」
(「同』
ロ 、
mm)
が
あ
り 、
日
本の
手
話
研
究
者も
十
年
前
に
比べ
増え 、

質
的
な
向上
が
見ら
れ
る
が 、
私
が
十
年
前
に
出
し
た
研
究
書
以
外に
ま
だ
研

究
書が
出
版さ
れ
てい
ない
状
況
は
悲
しい 。

四、

言
語
生
活
研
究
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現
代の
生
活に
新しい
機器
が
入っ
て
き
た 。
そ
の
代
表がパ
ソコ
ン
で
あ

る 。
生
活やコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
を
変え
る
だ
け
で
な
く 、
研
究
方
法
も
変

え
る
とい
う
大
き
な
影
響
力
を
もっ 。
そこ
で 、
今
期 、
こ
れ
に
関す
る
特
集

や
論
考が
多く
目
につ
い
た 。
『
日
本
語
学」
は
九一
年
九
月
号
か
ら「
わ
た
し

のパ
ソコ
ン
言
語
学」
を二
年
以
上
に
わ
たっ
て
連
載
し
た 。
そ
こ
に
言
語研

究
者とパ
ソコ
ン
と
の
関わ
り
を
見るこ
と
が
で
き
る 。『
翻
訳の
世
界」(位・

9)
の
特
集「パ
ソコ
ン
で
翻
訳が
う
ま
く
な
る」 、
『
言
語』
(幻-m)
の
特
集

「コ
ン
ピュ
ー
タ
の
現
在」 、
「
現
代のエ
ス
プ
リ」
(湖 、
mm)
の
特
集「メ
デ
ィ

アコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン」 、
『
情
報
科
学
と
技
術」
(mm・
3)
の
特
集「パ
ソコ

ン
通
信
とヒュ
ーマ
ン
ネッ
ト
ワ
ー
ク」 、
『
日
本
語
学』
(幻-U)
の
特
集「パ

ソ
コ
ン
通
信」 、
『
日
本
語
論」
(mm・ロ)
の
特
集「
情
報
化
時
代の
日
本
語」
と

多い 。
パ
ソコ
ン
通
信
とい
うニ
ュ
ー
メ
ディ
ア
に
あ
る
伝
達
方
式の
長
短 、

そ
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
の
あ
り
方 、
影
響が
多く
論
議さ
れ
てい
る 。
特

集以
外で
は 、
堀
正「
情
報
通
信
時
代に
お
げ
るパ
ー
ソ
ナル・コ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ
ン」
(『
群馬大
学教養部紀要」
Mmp2 、
m出)
は
ダ
イ
ヤル
Q2、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ 、
パ
ソコ
ン
通
信な
ど
の
メ
ディ
ア
を
介
し
たコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン

行
動の
実
態
を
明
ら
か
に
し
てい
る 。
そ
の
他 、
倉
元
博
美
「パ
ソコ
ン
通
信

の
活
用に
関
す
る
学
生
の
意
識」
(「鹿児島女子短期大
学紀要』
湖 、
川町)
が
あ

る 。ワ
ープ
ロ
の
普及に
関
連
し
て 、
吉
村
英
「ワ
ープ
ロ
の
文
字
と
手
書
き
文

字
の
違い
が
文
章
の
内
容
の
評
価に
与え
る
影
響
|論理的な文章の場合」(「京

都女子
大学教育
学科紀要」
お 、
川町)
は
現
実
的
な
問
題
を
扱っ
てい
る 。



携
帯
電
話
につ
い
て
は
川
浦
康
至「
携
帯・
自
動
車
電
話とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
空
間」
(『横浜市立大
学論
叢
人文科学系列」
刊や2 、
3 、

官)
が
あ
る 。

電
話
の
か
け
方
の
実
態につ
い
て
は
荻
野
綱
男「
あ
る
家
庭
の
電
話の
か
け
方

の
実
態」
(『日
本語
学』
幻・
9)
が
あ
り 、
珍
しい
言
語生
活
研
究
と
なっ
てい

る 。辞
書
も
電
子
辞
書
が
出
回る
よ
うに
な
り 、
「
言
語」
(mm・
5)
は
特
集「
辞

書
新
時
代」
を
組
ん
でい
る 。

カ
ラ
オ
ケ
も
日
常
生
活
化し 、
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
の
場
と
なっ
てい
る 。

『
現
代のエ
ス
プ
リ」
(m 、
明)
は
特
集「
情
報
化と
大
衆
文
化
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
と
カ
ラ
オ
ケ」
を
組
み 、
カ
ラ
オ
ケ
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
変
容 、
カ
ラ

オ
ケ
と
対
人
配
慮の
問
題
を
扱っ
てい
る 。

こ
の
分
野
は
全
体
的に
見て
あ
ま
り
実
証
的
と
は一言
え
ず 、
問
題
の
指
摘や

啓
蒙
的
な
解
説に
と
ど
ま
り 、
日
本
人
全
体
の
新しい
機器
と
の
関
わ
り
の
研

究
は
こ
れ
か
ら
と
言
え
る 。

五、

言
語
接
触
と
言
語
変
化
研
究

活

五・
一

外
来
語

外
来
語の
使
用
実
態
調
査
に
大
西
勝
也「『B
S
フ
ァ
ッ
ショ
ン
情
報」
に
み

る
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
の
使
用
実
態」
(『
放送研
究と
調査』
mm・ロ)
が
あ
り 、
放

送
を
通
じ
て
の
外
来
語に
つ
い
て
の
研
究の一
層
の
発
展が
望
ま
れ
る
が 、
研

究
者が
少
な
く 、
外
来
語
研
究
の
書
も
数
年
に一
冊
出
る
程
度で 、
あ
ま
り
期

待
で
き
ない 。

干
渉の
問
題
に
つ
い
て
は
藤
牧
新
「カ
タ
カ
ナ
こ
と
ば
の
英
語
学
習へ
の
影

響
に
関
す
る一
考

察|12aEFZ
55
寄の一
要因としての見方から」(『
東海大学

紀要
外
国語
教
育セン
ター』
目 、
幻)
や
山
田
孝
雄「
日
本
人
学
生
の
書く
英

生三五
関口

三圭Eコ

語の
間
違い
特に
日
本
語の
干
渉に
よ
る
も
の」(「宮
崎大学教育
学部紀要

人文科学』
九 、
m出)
が
あっ
た 。

五・
二

言
語
受
容
と
地
方
共
通
語

移住
と
そ
の
土
地
の
方
言
受
容に
関す
る
研
究
は
多く
ない 。
神
鳥
武彦「
新

興
住
宅
地
と
方
言
||移住地方言との接触とその受容」

(『日
本語
学』
幻・
3)
が
あ

る 。地
方
共
通
語につ
い
て
は
中
井
精一
「
関
西
共
通
語
化の
現
状
||大阪型待遇

表現形式の伝矯をめぐって」
(『阪大日
本語研究」
4 、

明)
が
あ
る 。
な
お
地
方
共

通
語
とい
う
術
語に
混
乱が
あ
る
た
め
に
ダニ
エ
ル・
ロ
ン
グ「
疑
似
標
準
語
と

地
方
共
通
語」
(『大阪
樟蔭女
子大学論
集」
初 、
mm)
で
標
準
語と
意
識さ
れ
て

い
る
言
語
変
種
を
「
疑
似
標
準
語」
と
呼ぶ
こ
と
を
提
案し
てい
る 。

五・
三

共
通
語
化

標
準
語が
マ
ス
メ
ディ
ア
を
通じ 、
地
域
方
言に
多
大
な
影
響
を
与え 、
変

化さ
せ
てい
る
現
象
を
報
告 、
研
究
す
る
も
の
は
あい
か
わ
ら
ず
多い 。『
日
本

語
学』
は「
方
言の
現
在」
を
連
載(幻・1
1ロ) 、

「
日
本
語』
(アル
ク 、
幻-

5)
は
特
集「
テレ
ビ
が
変え
た
日
本
語」
を
組
み 、
「
国
文
学
解
釈
と
教
材

の
研
究』
(目・
日)
は
特
集「
日
本
語は
ど
う
なっ
てい
く
のか」
を
組ん
でい

る 。
そ
の
他 、
加
藤
和
夫「
石
川
県
辰口
町
方
言の
動
態
|↓年間の変化と世代

差」
(『金沢大
学語
学・
文
学研
究』
幻 、
官)
や
岸江
信
介
「
近
畿
方
言の
動
態

と
分布と
の
関
連」
(日
本語
学臨時増刊号「方言地図と
文法
||X法研究の地

痩的視界」

官)
が
あ
る 。
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五
・
四

変
化
の
全
国
調
査



変
化し
てい
く
日
本
語を
全
国
規
模で
調
査
し
てい
る
の
がN
H
K
放
送
文

化
研
究
所
の
「
言
語
環
境
調
査」
で
あ
る 。
八
六
年か
ら
毎
年
実
施
さ
れ 、
現

代日
本
人
の
言
語
生
活の
全
体が
少
し
ずつ
明
ら
か
に
なっ
て
き
てい
る 。
そ

の
第
六
回調
査
は
「
変
わ
り
ゆ
く
日
本
語」
が
テ
1マ

で 、
方
言
と
標
準
語 、

外
来
語
表記
と
発
音
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た 。
そ
の
結
果
報
告(『放送
研究

と
調査」
白・4)
が
あっ
た 。
言
語
変
化
はそ
の
過
程で「
ゆ
れ」
が
見ら
れ
る 。

発
音・
語
法・
表
記・
語
形・
意
味の
ゆ
れ
の
調
査
が
な
さ
れ
た 。
大
西
勝
也・
最上

勝
也「
あ
な
た
は『ニ
ッ
ポ
ン」
「ニ
ホ
ン」
の
ど
ち
ら
で
す
か
||
三とばのゆ

れe
実態調査から」
(「放送
研究と
調査」
目・8) 、
浅
井
真
慧・
安
平
美
奈
子「
放

送
に
お
け
る
『
発
音の
ゆ
れ」
の
変
遷
||現代の最も普通な発音による」

(『N
H

K
放送
文化調査
研
究年報」
幻 、
m出) 、
丸
田
実・
福
田
滋
美「こ
と
わ
ざ・
成
句

の
形
と
意
味の
ゆ
れ」
(『放送
研究と
調査』
mm・
7)
は
実
態
を
明
ら
か
に
し 、

貴
重
で
あ
る 。

五
・
五

二
言
語
併
用

国
際
化が
進
み 、
言
語
生
活
が二
言
語
併
用
状
況
に
な
るこ
と
が
増え
て
き

てい
る 。
任
栄
哲
「
在
日・
在
米
韓
国人お
よ
び
韓
国
人
のき口
語
生
活の
実
態」

は
対
照二
言
語
併
用
研
究
を
開
拓
し
た 。
彼ら
の
言
語
生
活につ
い
て
社
会
言

語
学
的に
デモ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
属
性と
関
連づ
けて
分
析し 、
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
好
著で
あ
る 。
他に
阿
部圭
子
「
社
会
的
ネッ
トワ
ー
ク
に
も
と
づ

い
た
言
語
分
析
||オーストラリアにおげるこ言語併用の実態」

(『言語』
幻・
7)

が

あ
る 。ろ

う
者の
多
く
は
手
話
と
日
本
語の二
言
語
併
用
状
況に
あ
る
が 、
今ま
で

研
究さ
れ
てい
な
かっ
た
が 、
今
期 、
鳥
越
隆
士 、
木
村
晴
美「
聾
者の
社
会・

言
語
調
査
予
報」
(「
国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要」

日 、
官)
が
研
究
の
第一
歩を
踏み
出
し
た 。
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六、

言
語
意
識
研
究

六・
一

方
言
意
識

若
年
層
に
お
け
る
方
言
意
識は
上
の
世
代
と
大き
な
違い
が
生
じ
て
き
てい

る 。
そ
こ
で
方
言や
共
通
語に
ど
ん
な
イメ
ージ
を
抱い
てい
る
か
と
研
究
が

な
さ
れ
てい
る 。
佐
藤
和之「
津
軽の
こ
と
ば・
東
京のこ
と
ば
|津

軽
方
言
話

者の
こ
と
ば
と
地
域の
イメ
ージ」(

弘前大学文
学
部「文経論
歯車』
幻13 、人

文
学科篇畑 、
官) 、
山
県
浩「
高
校
生
の
方
言
行
動・
方
言
意
識の
諸
相|群
馬

県
北
西
部
地
域の
場
合」(『群馬大
学教育学部紀要
人文
社会科学編」
川町 、

官) 、
同
「
高
校
進
学に
伴
う
方
言
行
動・
方
言
意
識の
変
化
相
||群馬県北西部

地境の場合」
(
群馬
大学「語
学と
文
学」
初 、
mM) 、
梅光
女
学
院
大
学
方
言
研
究

会「
下
関
市・
北
九
州
市
高
校
生
の
言
語
意
識と
言
語
状
況」
(「梅光方
言研
究』

9 、
幻)
が
あ
る 。

ガ
行
濁
音が
ガ
行
鼻
音に
とっ
て
代
わ
る
現
象につ
い
て
意
識
調
査
がい
く

つ
か
さ
れ
た 。
李
殿
芝「
東
京の
あ
る
中・
高
校の
ガ
行
鼻
音の
実
態
及び
教
員

の
意
識・
意
見につ
い
て」
(『
東北大学文
学
部日
本語
学科論
集』
3 、

mm) 、
陣

内
正
敬「
地
方
に
お
り
る
ガ
行
鼻
音
意
識
||関西と九州における大学生アンケート

調査より」
(九
州大
学言語
文化
部「言語
文化論究』
3 、

mM)
が
あ
る 。

六・
二

若
者
の
言
話
番思
議
と
乱
れ

九三
年
六
月に
国
語
審
議
会
が「
現
代の
国
語を
め
ぐ
る
諸
問
題につ
い
て」

報
告
し 、
若
者こ
と
ばの
乱れ
を
指
摘
し
てい
る 。
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所

は
「
若
者
と
こ
と
ば」
アン
ケ
ー
ト

調
査
を
行い
報
告し
てい
る 。
そ
れ
は
安

平
美
奈
子
「
若
者
と
敬
語ーそ
の
意
識と
実
態
|l ，若者とことばe
アンケート調



査から」
(『
放送研究と
調査」
mm-m) 、
同「『
団
塊の
世
代』
を
知
ら
ない
ジュ

ニ
ア
た
ち
|| ，若者とことばe
アンケート報告・第2回」
(『同』
mm-U)
で
あ
る 。

後
者は
「
ら
抜きこ
と
ば」
の
使
用
意
識
に
つ
い
て
報
告
し
てい
る 。

六・
三

言
語
を
め
ぐ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

言
語主
体
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー

が
言
語
行
動
に
ど
う
関
わ
る
か
とい
う

議
論
は
従
来
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
かっ
た
が 、
今
期『
言
語』
(幻・
2)
は
特

集
「
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
と
し
て
の
言
語」
を
組み
諸
家の
論
文
を
掲
載
し

て
い
る 。
他
に
任
栄
哲「
在
外
韓
国人
の
意
識
構
造及
び
言
語
意
識」(「計量国

語
学』
凶
5 、

明)
が
あ
る 。
生
ま
れ
な
が
ら
の
ろ
う
者の
第一
言
語は
手
話
で

あ
る
と
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
は
主
張し 、
聾
学
校に
おい
て
手
話
教
育
を
要
求

し
て
い
る
が 、
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
もっ
と
と
り
組むべ
き
重
要な
課
題で
あ
る 。

六・
四

差
別
語

作
家
の
差
別
用
語
使
用に
対
する
糾
弾
に
反
対
す
る
「
断
筆
宣
言」
が
あっ

て
マ
スコ
ミ
に
よ
る
差
別
用
語の
議
論
が
盛ん
に
なっ
て
き
てい
る
が 、
言
語

研
究
者に
よ
る
本
格的
な
研
究
は
ない 。
概
説
的
な
も
の
に
遠
藤
織
枝
「
差
別

語・
不
快
語の
流
れ
と
今」
(『国文
学
解釈
と
教
材の
研
究』
mm-
U)
が
あ
る 。

七、

言
語
習
得
研
究

活

七・
一

第
一

言
語
習
得

幼
児
の
言
語
習
得は
発
達
心
理
学
で
盛ん
で
あ
る
が 、
第二
言
語
習
得と
合

わ
せ
て
考
え
る
と
き 、
社
会
言
語
学
的
な
視
点か
ら
と
ら
え
直
す
必
要が
あ
る 。

今
期 、
「
言
語』
(幻・
4)
が
特
集「
子ど
も
た
ち
の
言
語
獲
得」
を
組ん
で
い

る 。
育
児
語(ベ
ビ
1トlク・マ

ザ
lリ
1ス)

の
研
究
に
村
瀬
俊
樹・
小
椋た
み

生語三�
1=事

子・
山
下
由
紀
恵
「
育
児
語の
研
究
ω
動
物
名
称
に
関する
母
親の
使
用
語・
子

の
月
齢
に
よ
る
違い」(『
島根大学法文
学
部紀要
文
学科編』
口
1 、

官)
が

あ
る 。七・

二

第
二
言
語
習
得

今
期
の
特
徴
の一
つ
に
日
本
語
教
育へ
の
応
用
研
究
の
盛
行が
あ
る 。

前
期 、コ
ミュ
ニ
カ
ティ
プ・
アプ
ロ
ー

チ
が
日
本
語教
育の
中に
盛ん
に
と

り
上
げ
ら
れ
た
が 、
今
期
目
につ
い
た
の
は
川
口
義一「コ
ミュ
ニ
カ
ティ
プ・

ア
プ
ロ
ー

チ
の
漢
字
指
導」
(『日
本語教育」
初 、
mm)
と
小
川
貴
士
「
読み
に

お
け
る
コ
ミユ
ニ
カ
ティ
プ
ア
プ
ロ
ー

チ
につ
い
て
||上級読解クラスの一

試

案」
(「同』
ω 、
mm)
で
あ
る 。
前
者
は
漢
字 、
後
者は
読
解に
新しい
指
導を

提
案し
てい
る 。

学
習(者)
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

が
盛ん
に
研
究さ
れ
た 。
ネ
ウス
ト
プニ
l

の
講

演
録『
日
本
語
教
育の
場
|習

得
の
観
点か
ら」
(お
茶の
水
女子大学人文科学

研究科日
本言語
文化
専
攻 、
mm)
は
学
習
者スト
ラ
テ
ジー
を
詳しく
紹
介
し
て

い
る 。
そ
の
他 、
伴
紀
子「
言
語
学
習のた
め
の
学
習ス
ト
ラ
テ
ジ
ー」(『日本

語研究と日
本語
教育』
官) 、
大
橋
敦
夫・
柳
浦
恭「
学
習ス
ト
ラ
テ
ジ
ーと
日

本
語
教
育
学
習
者に
対す
る
教
師の
役
割」
(『
上回
女子短期大
学紀要』
目 、

官)
坂
巻
延
子・
末
田
清「
日
本
語
学
習
者の
学
習ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
関する一

考
察」
(「
国際学レ
ヴュ
l」
4 、
m出)
が
あ
る
が 、
こ
れ
らス
ト
ラ
テ
ジ
ー

の
理

論は
ま
だ
ま
だ
問
題
が
あ
り 、
こ
れ
か
ら
進
む
領
域で
あ
る 。

中
間
言
語
研
究
は
日
本
語で
は
緒につ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が 、
今
期は一

歩
進
み 、
研
究
が
深
まっ
て
き
た 。
鎌田
修
「
日
本
語の
中
間
談
話
文
法の一

側
面」
(京
都外国語
大
学留学
生別
科「日
本語・
日
本文化
研究』
創刊号 、
官) 、

同「
日
本
語
教
育に
お
け
る
中
間文
法」
(『言語』
mm・
5
1M-4) 、

『
日
本
語
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教
育』
(別 、
川町)
の
特
集「
中
間
言
語
研
究」
所
収の
長
友
和
彦
「
日
本
語の

中
間
言
語
研
究
||概観」
は
日
本の
中
間
言
語
研
究の
問
題
点
を
あ
げ 、
参
考

文
献
を
あ
げ
てい
る 。
中
間
言
語
研
究
を
第二
言
語
習
得
研
究
に
正
し
く
位
置

づ
け
るべ
きこ
と
が
述べ
ら
れ
てい
る 。
長
友
以
外に
諸
家
の
論
文
が
並
ん
で

い
る 。
訂
正
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー(コ
ミュ
ニ
ケーショ
ン
ス
トラテジー)
の
研
究
に

つ
い
て
もい
くつ
か
あ
る
が 、
第二
言
語
習
得
研
究の
中で 、
一
般
的な
法
則

性
を
抽
出
す
るこ
と
がこ
れ
か
ら
の
課
題で
あ
ろ
う 。
ナ
カ
ミ
ズ・エ
レ
ン「
日

本
語
学
習
者
に
お
け
る
依
頼
表
現ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

の
使
い
分
げ
を
中
心
と
し

て」
(
大阪大学『待兼山
論
叢
日
本
学篇」
初 、
官) 、
尾
崎
明人「『
聞き
返し』

のス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
日
本
語
教
育」(「日
本語
研究と
日
本語
教育」
官)
な
ど
が

あ
る 。
誤
用
分
析は
日
本で
は
第二
言
語
習
得
研
究
に
正
し
く
位
置づ
け
ら
れ

てい
な
かっ
た
が
改
善が
見ら
れ
る
よ
う
に
なっ
て
き
た 。
細
川
英
雄
「
留
学

生
日
本
語
作
文
に
お
け
る
格
関
係
表
示
の
誤用
に
つ
い
て」(「早稲田
大
学日
本

語
研究
教育セン
ター
紀
要」
5 、
mm)
は
誤
用
領
域
設
定
と
分
析の
方
法
を
提
案

し 、
母
語
獲
得と
第二
言
語
習
得の
メ
カニ
ズ
ム
と
の
相互
比
較へ
の
可
能
性

を
聞く
も
の
を
考
え
てい
る 。
超
南
星
「
韓
国人
日
本
語
学
習
者に
よ
る
外
来

語
表
記の
誤
り
|}日本語話者による評価を中心として」

(『日
本語
教育』
花 、
官)

と
同「
韓
国
人
日
本
語
学
習
者に
よ
る
漢
字
書き
誤
り
の
分
析
と
評
価」
(『同」

印 、
mm)
は
表
記の
誤
り
につ
い
て
考
察 、
指
導
法
の
改
善
を
提
示 。
フ
ォ
リ
ナ

l
卜
l
ク
の
研
究も
中
間
言
語
研
究の
領
域に
入
る
が 、
こ
れ
ま
た
遅れ
てい

る 。
そ
の
中で
ダニ
エ
ル・
ロ
ン
グ「
対
外
国人
言
語
行
動
の
実
態」(
大阪樽蔭

女
子大
学日
本語
研究セン
ター「日
本語
研究セン
ター
報告』
l 、
似て
同「
日

本
語に
よ
るコ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
||日本語におけるフォリナ
!トlクを中心

に」(『日
本語
学』
ω・ロ)
は
研
究の
基
礎と
な
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
てい
る 。

ま
た
フ
ォ
リ
ナ
l
ト
l
ク
研
究
が
ど
の
よ
う
なこ
と
に
貢
献で
き
る
か
につ
い

て
述べ
てい
る 。
そ
の
他 、
横
山
杉
子
「
日
本
語に
お
け
る
『
日
本人
の
日
本

人
に
対す
る
断
り」
と『
日
本人
の
ア
メ
リカ
人
に
対す
る
断
り」
の
比
較
||

社会言語学のレベルでのアォリナlトーク」
(「日
本語
教育」
別 、
川町)
が
あっ
た 。

こ
の
研
究
を
通
し
て
言
語
接
触の
原
理 、
接
触
言
語
成
立
の
仕
方が
解
明さ
れ 、

言
語
普
遍
論
に
ま
で
発
展で
き
れ
ばよい
の
だ
が 、
今
後の
課
題で
あ
ろ
う 。

日
本
語
教
育の
教
科
書・
教
材
は
ど
ん
な
シ
ラパ
ス
に
も
と
づ
く
か
に
よっ

て
決
ま
る 。
従
来の
構
造シ
ラパ
ス
か
ら
機
能シ
ラパ
スへ
と
移
りつ
つ
あ
る

中
で 、
具
体
的に
ど
ん
な
文
をど
ん
な
順
序で
教
え
てい
く
のか
とい
う
議
論

が
充
分で
な
かっ
た 。
津
田
田
津
子
「
日
本
語
教
材
に
お
け
る
機
能シ
ラパ
ス

につ
い
て」
(『
奈良教育
大学紀要(人文・
社会)』
HU-
- 、

官)
は
総合
的
な

シ
ラパ
ス
を
提
案
し
てい
る 。
中
川
良
雄
「
留
学
生
の
多
様
化
と
機
能シ
ラパ

ス
l日

本
語「し
てい
る』
文の
発
話
機
能」
(京
都外国語
大
学留学生
別科『日

本語・
日
本文化
研究」
創刊号 、
幻)
は
機
能シ
ラパ
ス
と
構
造シ
ラパ
ス
と
の

複
合
化
を
試み
てい
る 。

日
本
語教
育が
各
地で
行わ
れ
る
に
し
た
がい 、
方
言
を
教
え
るべ
き
か
ど

う
か
の
議
論
が
出て
き
た 。
『
日
本
語
教
育」(花 、
明)
はこ
れ
を
特
集し
てい

る 。
ま
た
国立
国
語
研
究
所『
方
言
と
日
本
語
教
育』(日
本語
教育指導参考書

初 、
川町)
は
有
益
で
あ
る 。
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八、

言
語
政
策

八・
一

国
際
化
と
日
本
語

国
際
化
時
代
を
迎
え 、
こ
れ
か
ら
の
日
本
語の
あるべ
き
姿
を
考え
る
も
の

と
し
て「
日
本
語
学』
(幻・1)
の
特
集「こ
れ
か
ら
の
日
本
語
研
究」
や
「
日

本
語
論」
(創刊号 、
川町)
の
特
集
「日
本
語
と
は
な
に
か」
が
あっ
た 。

簡
約日
本
語に
つ
い
て
は
野
元
菊
雄「
簡
約日
本
語」
(『文林』
初 、
官)
と



国
立
国
語
研
究
所
日
本
語
教
育セ
ン
タ
ー

第二
研
究
室
分
室
「
簡
約日
本
語の

創
成
と
教
材
開
発に
関
す
る
研
究」
(官)
が
あっ
た 。

八
・
ニ

話
し
こ
と
ば
教
育

文
部
省
は
話
しこ
と
ば
教
育の
重
視を
新
指
導
要
領で
唱
え
た
た
め
に
国
語

教
育
界で
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ 、
『
月
刊
国
語
教
育
研
究』(湖 、
明) 、
『
実
践
国

語
研
究」(M19 、
官) 、
「
月
刊
国
語
教
育』(ロー7 、
官)
に
特
集が
組
ま
れ
た 。

し
か
し 、
言
語
研
究
と
し
て
は
な
かっ
た 。

八
二
ニ

手
話
教
育

日
本
社
会
の
中 、
特に
ろ
う
教
育
界
の
中で 、
手
話
は
充
分な 、
ふ
さ
わ
し

い
地
位
を
獲
得し
て
い
ない
現
状で 、
言
語
と
し
て
の
手
話
を
ろ
う
教
育の
中

に
取
り
入
れ
るこ
と
が
近
年
盛ん
に
論
議
さ
れ
て
き
た 。『M
I

M
I」(目 、

mm)

は
「一言
語と
し
て
の
手
話」
の
座
談
会(
山田
尚男・
本名信行・
米川
明彦・
伊東

僑
祐)
を
組ん
だ 。
また『
日
本
手
話
研
究
所
所
報』
は
ろ
う
教
育
と
手
話
に
関

す
る
論
を
毎
号
掲
載
し
た(U
1日 、

mm) 。
こ
れ
は
九三
年三
月二
十二
日
に
文

部
省の
委
託
機
闘
が
「
聴
覚
障
害
児
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
手
段に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
報
告』
を
出
し 、
ろ
う
教
育に
手
話
を
取
り
入
れ
るこ

と
を
初め
て 、
公
に
認め
たこ
と
に
よ
る 。

||梅
花
女
子
大
学
助
教
授
||
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